










Author discusses on “Autonomous Driving Car “especially following points 
1) The Concept of Autonomous Car which has defined by NHTSA is confusing and technological 
development has forced the revision of de翁nition. 
2) There are lack of rules which d舵� idewho is responsible for "the Accidents" which autonomous 
cars are involved. 
3) Traffic rules which measures the responsibility of car operation，especially Accidents is 
described by written words of trafic rules. 
But in reality，mutual and spontaneous action against the tra飴csituation drives the emergence of 
real and spo民� aneoustra出crules‘Autonomous Driving algorithms should meet this “emergence of 
spontaneous rulesへ� 













タ一通信が 2016年 12月 5日に配信 (5)した 2016年 1月 22日付のアップル社のプロダクトイン
テグリティ担当ディレクターであるスティーブ・ケナ…氏が NHTSAに対して発出したレターが包括












































を後に詳述する米国悶家交通安全烏� (NationalHighway Trafic Safety Agency ，以下� NHTSAと略す。)
が引用する� ωSAE� Internationalの規務(� j3016_201609れ勺に依拠しつつ整理を拭みる。また
特に第� 6議においては自動運転� (AutonomousDriving)の実現に必須と思われる� V2V(Vehicle to 












































































































(2)この自動運転レベルのカテゴリーの議論は日々変化しており、まず、� 2016年� 9月に� SAE 
Internationalが規格j3016_20 1609(1J)そ発行した。これは、� SAEJ3016:JAN2014のカテゴリ一分
けを変買し、新たにレベル� 4、レベル� 5を定義したものである。具体的には従来のレベル� 4カテゴリー
を、議行に関する責保誌常にシステム側にあるとしつつ、自動意行の運特設計領域を限定的なものに
るか無条件なものにするかのポイントで割分化した。(詳組は盟-1参照)開年� 10月、� NHτSAは




出所“AUTOMATEDDRIVING : LEVELS OF DRIVING AUTOMATION ARE DEFINED IN NEW SAE 































































































未識の運転衡に比べ 2語以上多くなるく75議以上、免許入 D10万人あたり死亡事故件数 8.9件に




































情報そ探取するケース� (GPS・カメラな れたセンサーによる)た、けでは十分ではなく、� ii)
取商樹況の位壁、検出された位盤関採と などの岳動車そのものが、{患の出動車との情報
交換で構報を壌簿するケース〈東・室経路通信)CVehicle to Vehicle : V2V)、議〉歩道上の人の動きの
通報など、道路選護状況の積報提供、設動車そのものが、交通インフラと鵠報交換を在って積報(交














げられるかについては松本により、概略以ードのように指摘(16)されている。松本は∞� OBD同Il� (On 






























































は、まず上記号i用にも議場した� Dr.Charlie Miller (Security Researcher. Twitter杜)、� ChrisValasek 
(Director of Security Intelligen閃.�  10 active)が、� 2013年に主要自動車メーカ…のセキュリティ対
策亙び利用者のプライパシ…の保護対策についてのレポート(!紛を発表している。これに注目した、
エド・マーケィとリチヤードーブルーメンソール2人の米国上院議員、特にヱド・マーケィ上!認識員
が説自に行った自動車メーカー� (GM、フォルクスワーゲン、トヨタなど� 16社さを対象)に対する議� 
(20) ~こより 
































































NHTSA のレベル 1~2 の自動化段階の自動車は、入院が遊転:{f:行う主体であること、その溜転行
為の一部の代替・支援念行う機械系システムであることが明確である。このような車舗は「高護運転






































































空警報告afetyAlerts for Operators:SAFO)で“Arecent analysis of flight oper刻� ionsdata (including 
normal flight operations，incidents，and aεcidents) identified an increase in maれualhandling errors. 
The Federal Aviation Administration (FAA) believes maintaining and improving the knowledge and 
skils for manual flight operations is necessary for safe flight operations: tt詩播� (26) し、マニュア
ル飛行の練護向上ーをすべての続空襲孫者に要語した。
この事態はパイロットが過度にオ…トメーションに依存するようになりつつあるため手動操縦のス














この事伊iJl授集のIi，要性について実伊iを見ると、� 2017年6丹� 19日付のロイターは昨年� (2016年)
5月に米ブロリダ外� 1 :米議気忠動車 (EV)大手テスラ・モータ…ズ� (TSLA.坊のEVが運転支援ソ
フト「オートパイロットJを使用中に事故を記こし、ドライバーが死亡した問題で、米運輸安全委員
会� (NTSB)は� 19闘、� fドライパーは自動警報が雑りi草されたにもかかわらず、しばらくの調、ハン
ドル揖作そしていなかったJChttos:/ /io.rモuters.com/article/tesla-crash-idJPKBN19BO 1U) 
と発表したと報じた。� 
NTSBの� 500ページにわたる調査報告によると、死亡したドライパ…は� 37分間の走行中、ハ
ンドル操作が必要だった時間のうち、� 25秒しか撮っていなかったと結論付けた。� (httos://www.ntsb. 
Eov / news/ oressωreleases/Pages/PR20 1 70619.asox) 
また定行小のほとんどの時闘がオートパイロットモードのままで、「ハンドルを握ってくださいJ



























































































































































































































動車がアリゾナ州テンぜで起こし (34)である。この件について� Uberは事故発生時、� Uberのボ





(2) 現在のカテゴリー 4 の自動運転車の社会導入に~たっては当分の問、告動漆転車両の活動 
な街区に限定し、先に紹介した鉄道における1領域を高速道路の一定限問、あるい註灘行のための持号








(カテゴリ -5については平成 28年 12月 7日に内荷主主際立総合戦略家が「自動運転レベルの定
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る 1社当たりの酌雨数を、現夜の年 2500台から最大で年 10万合に拡大し、早患の実用化を後押
しする。(碍事 2017年 9丹 1立 誌t2艶{儲議) (HR3388: hゆ lenereLycωom/υゾps紋:1 怠府び me往溜1百 orηlten計rc切e.house.g伊ov/wp-む∞ 匂凶ltl 
uploads/2017/08/08-3017 DRIVE-Act心剛心DCCP-One 仁.pdf欄 戸 SELF嶋 ミ わ脚Pager
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